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低圧託送の時間帯別料⾦における設定の考え⽅

■低圧託送における時間帯別送電サービス料⾦は、平均的な電気の使⽤時において、標準接続送電サービ
スと時間帯別接続送電サービスの電⼒量料⾦が⼀致するよう、設定しております。

■低圧託送の昼夜間の電⼒量料⾦単価については、送配電設備を需要のピークに対応するように形成してい
る実態を踏まえ、特別⾼圧・⾼圧託送と同様に、送配電設備全体の利⽤における昼夜間の固定費負担格
差を⽤いて設定しております。

【ご指摘事項３】 １

電⼒量料⾦回収分÷料⾦対象電⼒量＋電源開発促進税の単価＋原⼦⼒バックエンド過去分相当の単価

＝ 標準接続送電サービスの電⼒量料⾦単価（円／ｋＷｈ）

時間帯別接続送電サービス

平均的な電気の使⽤時において、標準接続送電サービスと
時間帯別接続送電サービスの電⼒量料⾦が⼀致するように設定

送配電設備全体の利⽤における昼夜間の固定費負担格差を反映

昼間電⼒量料⾦単価（円／ｋＷｈ）

夜間電⼒量料⾦単価（円／ｋＷｈ）



低圧託送の時間帯別料⾦における昼夜間料⾦の差【ご指摘事項３】 ２

標準接続送電
サービス

時間帯別接続送電サービス

昼間単価 夜間単価 （昼間単価 ー 夜間単価）

特別⾼圧 １．１２ １．１８ １．０３ （０．１５）

⾼圧 ２．３８ ２．６１ ２．１２ （０．４９）

低圧（動⼒） ４．６５ ５．１５ ４．０５ （１．１０）

低圧（電灯） ７．３３ ８．１８ ６．３４ （１．８４）

＜電⼒量料⾦単価（税抜、円／kWh） ＞

■申請中の特別⾼圧・⾼圧・低圧における各電⼒量料⾦単価および時間帯別接続送電サービスにおける
昼間単価と夜間単価の差は以下のとおりとなっております。

■低圧においては、標準接続送電サービスにおける電⼒量料⾦単価の⽔準が相対的に⾼くなっているため、
昼夜間の固定費負担格差で昼間単価・夜間単価を設定した場合、特別⾼圧・⾼圧に⽐べて昼間単価
と夜間単価の差が相対的に⼤きくなっております。



低圧託送の時間帯別料⾦における昼夜間料⾦の差

■昼夜間の固定費負担格差について、送電設備・配電設備等の設備毎に格差を設定する⽅法も考えられま
すが、⾼圧配電設備は⾼圧・低圧需要で⼀体的に利⽤しており⾼圧需要による利⽤状況を勘案することが
適当なこと、低圧固有の原価である低圧配電費が低圧託送料⾦原価に占める割合は約１０％程度であ
ることから、送配電設備全体の利⽤における昼夜間の固定負担格差で料⾦設定を⾏うことには⼀定の合理
性があると考えております。

【ご指摘事項３】 ３

送電線

２７５，０００Ｖ～
５００，０００Ｖ

超高圧変電所

送電線
１５４，０００Ｖ

一次変電所 配電用変電所

（特高）大規模工場等 （高圧）ビル・中規模工場等

送電線
７７，０００Ｖ

引込線
１００Ｖ/２００Ｖ

配電線
６，６００Ｖ

発電所
柱上変圧器

（低圧）住宅等

送電費・受電⽤変電費等 ⾼圧配電費・配電⽤変電費 低圧配電費 その他
（需要家費等）

各電圧への
供給に使⽤す
る設備イメージ
低圧原価に
占める⽐率 ２９％ ３２％ １０％ ２９％

低圧⾼圧・低圧特⾼・⾼圧・低圧 共通

＜各電圧への供給イメージ＞



低圧託送の時間帯別料⾦における昼夜間料⾦の差

■送電サービス料⾦については、省令において、「送配電関連設備の効率的な使⽤その他の効率的な事業
運営が⾒込まれる場合には選択料⾦を設定することができる」旨が記載されていることを踏まえ、事業者設
定基準を届け出て、送配電設備の効率的な使⽤を促すべく、設備の利⽤状況の格差を反映した時間帯別
送電サービスを選択制として設定しております。

■具体的には、送配電設備を需要のピークに対応するように形成している実態を踏まえ、特別⾼圧・⾼圧託
送と同様に、送配電設備全体の利⽤における昼夜間の固定費負担格差を⽤いて、時間帯別送電サービス
料⾦を設定いたしました。

※昼間時間は、毎⽇午前８時から午後10時までの時間をいいます。ただし，休⽇扱い⽇（⽇曜祝⽇等）に定める⽇の該当する時間を除きます。
※夜間時間は、昼間時間以外の時間をいいます。

０時 ８時 ２２時 ２４時

昼間

夜間 夜間
昼夜間の

固定費負担格差

送配電設備は全系の需要の
ピークに対応するように形成

４第９回会合ご説明資料


